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HRP-2m チョロメテの目的

チョロメテは多くのホビー用の小型ヒューマノイドロボ

ットとは違い、研究・教育用なのでハードウェア、ソフト

ウェアともに大型のヒューマノイドロボットと基本構造

が同じです。そのため、ソフトウェアによりプログラム可

能なロボットとなっています。

チョロメテは産総研開発の実時間Linux「ART Linux」

が動作するコントローラを装備し、その上で産総研で開

発したヒューマノイドロボット基盤ソフトウェア

「OpenHRP」を動作させています。２０自由度（関節

や動作点）を持ち、また、ヒューマノイドロボットの状態

計測や制御に欠かせない姿勢センサーや各足に三軸力

センサーを備えるなど、研究用として必要な機能を持

っています。

チョロメテの見た目は、クールでとても楽しいロボット

ですが、その機能を妨げないように慎重にデザインさ

れたものです。

チョロメテの特徴
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小型ヒューマノイドロボット（HRP-2m）

プログラムを自由に設定できる
ロボット「チョロメテ」

ヒューマノイドロボットとは？

ヒューマノイドロボットとは、人間の形をした二本足で

歩くロボットのことです。

人間の形をして人間と同じように動くことができるた

め、たとえば人間のために設計された機械の運転など

がそのままできるといった利点があります。また、人間

に近い形なので、人間にも身近に感じられるため、福祉

施設、家庭などでも受け入れやすいと考えられます。

産業技術総合研究所（産総研）では、働くヒューマノイ

ドロボットの実現を目指して様々な研究を行っていま

産総研では、大型のヒューマノイドロボットHRP-2 プ

ロメテや、コントローラ、基盤ソフトウェアなど、様々な

ヒューマノイドロボットの基盤となる技術の開発を行っ

てきました。これからのロボット産業の発展のためには

ヒューマノイドロボットの研究・教育が幅広く行われる

ことが必要です。そこで、HRP-2m チョロメテは、多く

の研究機関・教育機関でも使えるように小型で安価で

あることを目指して開発されました。

チョロメテは産総研の技術移転をうけたゼネラルロボ

ティックス株式会社が、（株）ムービングアイ、（有）ピル

クス・ロボティクス、（株）大日本技研、（株）ジェイエ

ス・ロボティクスと共同で開発したもので、コントロー

ラーやソフトウェアなどはプロメテのものと基本構造

が同じです。そのため安価なチョロメテを使って、高度な
ヒューマノイドロボットの研究・教育を行うことができるよ

うになりました。

■HRP-2 プロメテ（左）とHRP-2m チョロメテ（右）

■HRP-2m Choromet　(チョロメテ)
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開発のポイント

筋肉に力を入れたとき、私たちの皮膚の表面に
は電気信号が発生します。この電気信号は『筋
電』と呼ばれており、筋肉の動きを解析したり、
リハビリテーションなどにも利用されています。
ところがこの筋電は非常に弱い信号のため、注
意深く測定する必要があり、一般の人が簡単に
使用できるものではありませんでした。産総研
では、誰でも筋電を手軽に使えるように新しい
筋電センサを開発しています。

産総研では、これまで筋電を用いて操作する義
手（筋電義手）の研究開発を行ってきましたが、
さらにいろいろな分野に筋電を応用するために
センサの開発を始めました。
●筋電に関する歴史は古く、ノウハウがたくさ

んあるので、知識と経験があれば、き
れいな筋電を測定することができま
す。しかし実際には、十分な知識や経
験のない一般の人が筋電を応用した
機器等を使おうと思うと、なかなかう
まく扱えないことがあります。

●筋電の扱いにくさの原因を調べたところ、皮
膚の表面の湿り具合によって、測りや
すい時と測りにくい時があることがわ
かりました。皮膚の湿り具合は人によ
って異なりますし、季節や天気でも異
なるために、うまく測れる時と測れな
い時があるわけです。このため、皮膚
の湿り具合に影響されにくく、誰でも
手軽に筋電を測ることができる新しい

近年、運動機能に障害があってパソコン操作な
どが困難な人のために、キーボードやマウスの
代替として、筋電を用いた入力装置が注目され
ています。例えば、怪我や病気で手を動かせな
い人が、別の場所の筋肉から発生する筋電を用
いてパソコンなどを操作することができるよう
になります。パソコン操作に限らず、ベッドの上
からテレビや照明などを操作したり、車いすの
操作を行ったりすることも可能です。開発中の
筋電センサを用いることによって、より多くの
人が手軽に筋電を利用して、パソコンや車いす
などを操作できるようになり、障害者の自立、
社会参加がより進むと期待されます。

キンデン（筋電）を手軽に
静電容量性結合型筋電センサ

運動機能障害のためにキーボードやマウス操作が困難な人が、筋電インタ
フェースを使ってパソコン操作しているところです。

誰もが使いやすい筋電センサを目指して

運動機能障害者の自立を支援
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開発のポイント

マイクに向かって話した英語の発音をコンピュ
ータが自動的に分析し、発音を良くするための
アドバイスをするシステムを開発しました。こ
れまでにも、音声認識技術を使って発音を採点
したり誤り箇所を指摘するソフトウェアはあり
ましたが、それだけでなく、口の形や舌の位置
など具体的にどのように直せばいいかを指導し
てくれます。

英語の習得には聴くことも話すことも重要です
が、専門的な発音指導を受けられる機会は多く
ありません。パソコンで正しい発音を判定し、
指導できるシステムがあれば、いつでもひとり
で発音の練習ができます。これまで、産総研で
は、音声認識や音声合成の性能を向上させるた
め、高精度な音声分析手法の研究を進めてき
ました。
●語学教育関連企業との共同研究を通じて、音

声分析技術を発音矯正指導のノウハ
ウや音声学と結びつけることができ、
新しい応用への道がひらけました。

●多くの日本人の英語の音声データを集め、そ
れらを専門家が口の状態の要素ごとに
評価しました。これを音声分析の結果
と対応させることで、口や舌の状態を
音声処理技術により、自動的に判定す
ることが可能となりました。

●唇や舌などの位置や動きが判定できること
で、具体的な発音指導が可能になりま
した。

企業と製品化を含めた語学教育ソフトウェアの
開発を進めています。現在、大学の英語の授業
で実際に利用し、有効性を実証しています。
今後は、企業とともに、長い文章やイントネー
ションへの対応や判定精度の向上などの改良
を進め、日本人の英語能力の向上に寄与したい
と考えています。

発音矯正ソフトウェアの画面

コンピュータが英語の発音を詳しく指導

英語の発音を分析・判定・矯正する

大学の語学教室での使用風景

音響分析技術と音声学的知見の融合

正確に発音指導できる英語学習システム


